
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ミラーガラス（２）の裏側にモニタ（３）を配置したインナーミラーにおいて、
　前記モニタ（３）は、 弾性的な力で前記ミラーガラス（２）の
裏面に押し付けられることにより固定さ
　

　
ことを特

徴とするインナーミラー。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、例えば自動車の室内におけるフロントガラスの近傍に設置され、内部にモニ
タを備えたインナーミラーに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
この種のインナーミラーとしては、後方を写すミラーガラスの裏側に液晶モニタ（モニタ
）を設け、例えば車両後部に設けたＣＣＤカメラで映し出した映像を液晶モニタに表示す
るように構成したものが知られている。そして、通常、液晶モニタは、ミラーガラスの側
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発泡樹脂体（４）による
れ、

前記発泡樹脂体（４）は、前記ミラーガラス（２）を保持するハウジング（５）のリブ
（５１、５２ａ、５２ｂ、５４ａ、５４ｂ、５４ｄ）により位置決めされており、

前記ハウジング（５）には、前記モニタ（３）をミラーガラス（２）の所定の部位に位
置決めする位置決めリブ（５４ａ、５４ｂ、５４ｃ、５４ｄ）が設けられている



方及び後方を覆うハウジングにネジで固定されるようになっている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
このため、従来のインナーミラーにおいては、液晶モニタをネジで固定しなければならな
いから、組立工数が多くかかるという問題があった。
【０００４】
この発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、組立工数の低減を図ることのできるイ
ンナーミラーを提供することを課題としている。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために、請求項１記載の発明は、ミラーガラス（２）の裏側にモニ
タ（３）を配置したインナーミラーにおいて、前記モニタ（３）は、

弾性的な力で前記ミラーガラス（２）の裏面に押し付けられることにより固定さ

ことを特徴としてい
る。
【０００９】
そして、上記のように構成された請求項１記載の発明においては、モニタ（３）を、ミラ
ーガラス（２）の裏面に弾性的な力で押圧することにより固定するように構成しているの
で、モニタ（３）の固定のためにネジを用いる必要がなく、短時間でモニタ（３）の取り
付けを終了することができる。したがって、組立工数の低減を図ることができる。
【００１０】
　しかも、モニタ（３）がミラーガラス（２）の裏面に密着した状態になるから、モニタ
（３）の光が同モニタ（３）とミラーガラス（２）との間から漏れることがない。さらに
、モニタ（３）とミラーガラス（２）とが常に密着した状態になるので、振動による異音
を完全に防止することができる。
　

。
　

。
　

。
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の実施の形態を実施例に基づき図１～図５を参照して説明する。この実施
例で示すインナーミラー１は、図１～図４に示すように、ミラーガラス２の裏側に液晶モ
ニタ（モニタ）３を配置したものにおいて、液晶モニタ３をミラーガラス２の裏面に弾性
的な力で押圧することにより固定するように構成したことを特徴としている。すなわち、
液晶モニタ３は、弾性を有するスポンジ体（発泡樹脂体）４によってミラーガラス２の裏
面に弾性的な力で押圧されることにより固定されている。また、スポンジ体４は、ミラー
ガラス２を保持するハウジング５のリブ５０によって位置決めされている。
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発泡樹脂体（４）に
よる れ、
前記発泡樹脂体（４）は、前記ミラーガラス（２）を保持するハウジング（５）のリブ（
５１、５２ａ、５２ｂ、５４ａ、５４ｂ、５４ｄ）により位置決めされており、前記ハウ
ジング（５）には、前記モニタ（３）をミラーガラス（２）の所定の部位に位置決めする
位置決めリブ（５４ａ、５４ｂ、５４ｃ、５４ｄ）が設けられている

また、本発明においては、モニタ（３）を、発泡樹脂体（４）による弾性的な力でミラ
ーガラス（２）の裏面に押圧することにより固定するようになっているから、モニタ（３
）の広い範囲を一定の面圧で押圧することができる。したがって、モニタ（３）を安定的
に保持することができる。また、モニタ（３）の広い範囲を押圧することができることか
ら、モニタ（３）等に作用する面圧を低く抑えることができる。したがって、モニタ（３
）等の耐久性の向上を図ることができる

また、本発明においては、ハウジング（５）のリブ（５１、５２ａ、５２ｂ、５４ａ、
５４ｂ、５４ｄ）で発泡樹脂体（４）を位置決めしているから、発泡樹脂体（４）が振動
等によりずれるのを防止することができる。しかも、発泡樹脂体（４）を位置決めするた
めの他の部品を設ける必要がないから、部品点数の低減及びコストの低減を図ることがで
きる

また、本発明においては、位置決めリブ（５４ａ、５４ｂ、５４ｃ、５４ｄ）によって
、モニタ（３）をミラーガラス（２）の所定の部位に確実に保持することができる



【００１５】
以下、上記構成についてさらに詳細に説明する。すなわち、ハウジング５は、図１～図４
に示すように、ミラーガラス２の側方及び後方の全体を覆い、ミラーガラス２の裏面に光
が当たるのを完全に防止するようになっている。また、ミラーガラス２とハウジング５と
の接続部についても、リム６により完全に密閉されている。したがって、ミラーガラス２
の裏面には外部からの光が直接射し込まないようになっている。
【００１６】
ミラーガラス２は、一種のハーフミラーによって構成されており、通常の使用状態では裏
面側から光が射し込まないことから、表面側からの光のみを反射する通常の後方確認ミラ
ーとして作用するようになっている。ただし、液晶モニタ３を表示すると、この光がミラ
ーガラス２を通過することになることから、このミラーガラス２を通して液晶モニタ３の
表示を見ることができるようになっている。
【００１７】
また、上記ハウジング５は、図４に示すように、樹脂により一体に成形されたものであり
、その凹状に形成された内部には、背面５ａ及び側面５ｂに複数のリブ５０及び５つのボ
ス５６が一体に設けられている。リブ５０は、ハウジング５の幅方向の中央部に配置され
た第１のリブ５１と、この第１のリブ５１の周囲に複数配置された第２のリブ５２と、周
縁部に複数配置された第３のリブ５３と、液晶モニタ３を位置決めするための複数の第４
のリブ５４とに分けられる。
【００１８】
第１のリブ５１及びボス５６は、車両内に設けられたステイ（図示せず）に固定するため
の補強であり、各ボス５６にはネジ（図示せず）を螺合させるための穴５６ａが形成され
ている。
【００１９】
第２のリブ５２は、第１のリブ５１から横方向に平行に延びる横リブ５２ａと、この横リ
ブ５２ａの先端部を連結するようにして縦方向に延びる縦リブ５２ｂと、下側の横リブ５
２ａの基端部に位置するボス５６から下方へ縦に延びる下縦リブ５２ｃと、同ボス５６か
ら下方へ斜めに延びる斜めリブ５２ｄを備えている。この第２のリブ５２もハウジング５
の補強になっている。
【００２０】
第３のリブ５３は、側面５ｂから内方に所定量突出すると共に、背面５ａからも表面側に
所定量突出するように形成されている。これらの第３のリブ５３もハウジング５の補強に
なっている。ただし、第３のリブ５３のうち一部のものは、第４のリブ５４も兼ねたもの
となっている。
【００２１】
第４のリブ５４は、第３のリブ５３を兼ねた複数の上位置決めリブ５４ａと、同じく第３
のリブ５３を兼ねた複数の下位置決めリブ５４ｂと、第１のリブ５１及び下縦リブ５２ｃ
から液晶モニタ３側に突出する左位置決めリブ５４ｃと、上下の各位置に配置され、背面
５ａから表面側に突出する右位置決めリブ５４ｄを備えている。
【００２２】
上位置決めリブ５４ａ、下位置決めリブ５４ｂ及び左位置決めリブ５４ｃには、それぞれ
、液晶モニタ３の上側面、下側面及び左側面を案内する案内側部５５ａが形成されており
、かつ液晶モニタ３の底面を案内する案内底部５５ｂが形成されている。これらの案内側
部５５ａ及び案内底部５５ｂは、縦リブ５２ｂの下側部分にも形成されている。
【００２３】
また、右位置決めリブ５４ｄは、図４及び図５（ａ）に示すように、液晶モニタ３の側面
に平行に配置された平行リブ５４ｅと、この平行リブ５４ｅの上下の各位置から液晶モニ
タ３側に垂直に突出する垂直リブ５４ｆとを備えている。また、各垂直リブ５４ｆの上端
が上述した案内底部５５ｂになっており、平行リブ５４ｅにおける案内底部５５ｂの上側
で液晶モニタ３側に向く面が上述した案内側部５５ａになっている。そして、右位置決め
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リブ５４ｄは、図５（ｂ）に示すように、平行リブ５４ｅの中央に一つの垂直リブ５４ｆ
を有するようなものではないので、案内側部５５ａの反りＡを防止することができるよう
になっている。
【００２４】
そして、上述した各案内側部５５ａは、表面側に向かうにしたがって、液晶モニタ３の側
面から徐々に離れるようにテーパ状に形成されている。すなわち、各案内側部５５ａは、
液晶モニタ３をハウジング５内に容易に収納することが可能なように構成されている。し
かも、各案内側部５５ａは、ハウジング５内に収納した液晶モニタ３をミラーガラス２に
おける所定の部位に確実に位置決めするようになっている。また、各案内底部５５ｂは、
液晶モニタ３の底面がスポンジ体４によって押圧されることから、同液晶モニタ３の底面
からわずかに離れた状態になる。ただし、案内底部５５ｂは、組立の際に、液晶モニタ３
を押し込んだときのストッパになる。
【００２５】
スポンジ体４は、図１～図４に示すように、発泡ウレタンなどの弾性を有する発泡樹脂に
よって形成されており、液晶モニタ３を取り付けた際には、圧縮変形して、液晶モニタ３
の底面に必要十分な弾性力を付与するようになっている。また、スポンジ体４は、図４に
示すように、縦リブ５２ｂの左側に位置するものと、右側に位置するものとに分かれてい
る。左側に位置するスポンジ体４は、第１のリブ５１と、上下の横リブ５２ａ、５２ａと
、縦リブ５２ｂとで囲まれる範囲に位置決めされるようになっている。また、右側に位置
するスポンジ体４は、縦リブ５２ｂと、この縦リブ５２ｂの右側に位置する上位置決めリ
ブ５４ａと、下位置決めリブ５４ｂと、右位置決めリブ５４ｄとで囲まれる範囲に位置決
めされるようになっている。
【００２６】
また、ミラーガラス２は、リム６をハウジング５にはめ込むことによって、同ハウジング
１に固定され、この際、液晶モニタ３を内側に押してスポンジ体４を所定量圧縮変形させ
るようになっている。
【００２７】
上記のように構成されたインナーミラー１においては、液晶モニタ３をミラーガラス２の
裏面に弾性的な力で押圧することにより、ハウジング５とミラーガラス２とで挟持するよ
うにして液晶モニタ３を固定しているので、ネジを用いて液晶モニタ３を固定する必要が
ない。したがって、液晶モニタ３を短時間で取り付けることができるので、組立工数の低
減を図ることができる。
【００２８】
しかも、液晶モニタ３がミラーガラス２の裏面に常に密着した状態になるから、液晶モニ
タ３の光が同液晶モニタ３とミラーガラス２との間から漏れることがない。したがって、
液晶モニタ３を表示しているときでも、この液晶モニタ３以外のミラーガラス２の部分は
後方確認ミラーとして機能することになる。さらに、液晶モニタ３とミラーガラス２とが
常に密着した状態になるから、これらの部材同士の離接によって生じるような振動音を完
全に防止することができる。
【００２９】
また、スポンジ体４で液晶モニタ３を弾性的に押圧するようになっているから、液晶モニ
タ３の広い範囲を一定の面圧で押圧することができる。したがって、液晶モニタ３を安定
的に保持することができる。しかも、液晶モニタ３の広い範囲を押圧することができるこ
とから、液晶モニタ３やハウジング５等に作用する面圧を低く抑えることができる。した
がって、液晶モニタ３やハウジング５等の耐久性の向上を図ることができる。
【００３０】
さらに、ハウジング５のリブ５０、例えば第１のリブ５１と、上下の横リブ５２ａ、５２
ａと、縦リブ５２ｂとで囲まれた部分や、縦リブ５２ｂと、上位置決めリブ５４ａと、下
位置決めリブ５４ｂと、右位置決めリブ５４ｄとで囲まれた部分で、スポンジ体４を位置
決めすることができるから、スポンジ体４を所定の位置に確実に保持することができる。
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すなわち、スポンジ体４が振動等でずれるのを防止することができる。しかも、リブ５０
がハウジング５に一体に形成されており、スポンジ体４を位置決めするための他の部品を
設ける必要がないから、部品点数の低減及びコストの低減を図ることができる。
【００３１】
また、上位置決めリブ５４ａ、下位置決めリブ５４ｂ、左位置決めリブ５４ｃ及び右位置
決めリブ５４ｄによって、液晶モニタ３を、左右及び上下方向、すなわち横方向の所定の
位置に位置決めすることができるから、同液晶モニタ３をミラーガラス２における所定の
部位に確実に保持することができる。
【００３３】
また、ミラーガラス２については、液晶モニタ３の表示部に対応する部分を開口するよう
に構成してもよい。そして、この場合には、ミラーガラス２としてはハーフミラーではな
い通常のミラーを用いることができる。
【００３４】
さらに、モニタとして、例えば車両の後方を写し出す映像モニタとしての液晶モニタ３を
ミラーガラス２の内側に配置した例を示したが、このような映像モニタに限定されること
なく、例えば障害物への近接を警報するモニタや、バックギアに入っていることを知らせ
るモニタや、このような後退走行とは全く関係ない例えばエンジンオイルの残量警報用の
モニタや半ドア警報モニタ等のようなイメージ画像を表示するモニタを、インナーミラー
内に設置するようにしてもよい。この場合、モニタは、通常はミラーガラス２内にあって
、その表示が見えず、異常等が生じたときのみ、点灯してイメージ画像を表示するように
することが好ましい。また、イメージ画像に代えて単なるライトを用い、異常等が生じた
ときのみ点灯するようにしてもよい。
【００３５】
【発明の効果】
請求項１記載の発明によれば、モニタ（３）を、ミラーガラス（２）の裏面に弾性的な力
で押圧することにより固定するように構成しているので、モニタ（３）の固定のためにネ
ジを用いる必要がなく、短時間でモニタ（３）の取り付けを終了することができる。した
がって、組立工数の低減を図ることができる。
【００３６】
　しかも、モニタ（３）がミラーガラス（２）の裏面に密着した状態になるから、モニタ
（３）の光が同モニタ（３）とミラーガラス（２）との間から漏れることがない。さらに
、モニタ（３）とミラーガラス（２）とが常に密着した状態になるので、振動による異音
を完全に防止することができる。
　

。
　

。
　

。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の一実施例として示したインナーミラーの断面図であって、図４のＩ－
Ｉ線に沿う断面図である。
【図２】同インナーミラーの断面図であって、図４の II－ II線に沿う断面図である。
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また、本発明によれば、モニタ（３）を、発泡樹脂体（４）による弾性的な力でミラー
ガラス（２）の裏面に押圧することにより固定するようになっているから、モニタ（３）
の広い範囲を一定の面圧で押圧することができる。したがって、モニタ（３）を安定的に
保持することができる。また、モニタ（３）の広い範囲を押圧することができることから
、モニタ（３）等に作用する面圧を低く抑えることができる。したがって、モニタ（３）
等の耐久性の向上を図ることができる

また、本発明によれば、ハウジング（５）のリブ（５１、５２ａ、５２ｂ、５４ａ、５
４ｂ、５４ｄ）で発泡樹脂体（４）を位置決めしているから、発泡樹脂体（４）が振動等
によりずれるのを防止することができる。しかも、発泡樹脂体（４）を位置決めするため
の他の部品を設ける必要がないから、部品点数の低減及びコストの低減を図ることができ
る

また、本発明においては、位置決めリブ（５４ａ、５４ｂ、５４ｃ、５４ｄ）によって
、モニタ（３）をミラーガラス（２）の所定の部位に確実に保持することができる



【図３】同インナーミラーの断面図であって、図４の III－ III線に沿う断面図である。
【図４】同インナーミラーのハウジングを示す正面図である。
【図５】同インナーミラーのハウジングにおける右位置決めリブを示す平面図である。
【符号の説明】
１　インナーミラー
２　ミラーガラス
３　液晶モニタ（モニタ）
４　スポンジ体（発泡樹脂体）
５　ハウジング
５０　リブ
５４ａ　上位置決めリブ（位置決めリブ）
５４ｂ　下位置決めリブ（位置決めリブ）
５４ｃ　左位置決めリブ（位置決めリブ）
５４ｄ　右位置決めリブ（位置決めリブ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(6) JP 3846073 B2 2006.11.15



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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